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(57)【要約】
【課題】追焚用の循環配管を利用して浴槽内の湯水を排
出する。
【解決手段】排水システム１２は、追焚用の循環配管１
６の追焚往路管１６Ａと追焚復路管１６Ｂとが接続され
ると共に追焚復路管から追焚往路管に流れる湯水を加熱
する熱源機１４と、浴槽１８内に設けられると共に追焚
往路管１６Ａから湯水を供給し、浴槽内の湯水を追焚復
路管１６Ｂに吸入する循環口２０と、熱源機１４に設け
られた循環ポンプ４２と、追焚往路管１６Ａから分岐さ
れると共に浴槽内の湯水が排出される排水口２８を備え
た排水配管２６と、追焚往路管１６Ａと排水配管２６と
の分岐部に設けられ、湯水が追焚往路管１６Ａから循環
口２０に流れる通常の流動経路と、浴槽内の湯水が循環
口及び追焚往路管を介して排水配管に流れ、又は浴槽内
の湯水が循環口及び追焚復路管から追焚往路管を介して
排水配管に流れる排水経路とに切り替える三方弁３０と
、を有する。
【選択図】図１



(2) JP 2018-4144 A 2018.1.11

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　追焚往路管及び追焚復路管を備えた追焚用の循環配管と、
　前記追焚往路管と前記追焚復路管とが接続されると共に、前記追焚復路管から前記追焚
往路管に流れる湯水をガスバーナの熱を利用して加熱する熱源機と、
　浴槽内に設けられると共に前記追焚往路管と前記追焚復路管とがそれぞれ接続され、前
記追焚往路管から前記浴槽内に湯水を供給し、前記浴槽内の湯水を前記追焚復路管に吸入
する循環口と、
　前記熱源機に設けられ、前記追焚復路管と前記追焚往路管とに湯水を循環させる循環ポ
ンプと、
　前記追焚往路管から分岐されると共に、湯水が排出される排水口を備えた排水配管と、
　前記追焚往路管と前記排水配管との分岐部に設けられ、湯水が前記追焚往路管から前記
循環口に流れる通常の流動経路と、前記浴槽内の湯水が前記循環口及び前記追焚往路管を
介して前記排水配管に流れ、又は前記浴槽内の湯水が前記循環口及び前記追焚復路管から
前記追焚往路管を介して前記排水配管に流れる排水経路とに切り替える経路切替弁と、
　前記経路切替弁の切り替え動作を制御する制御部と、
　を有する排水システム。
【請求項２】
　前記浴槽内の入浴者が異常となり得る所定の入浴状態を検出する入浴状態検出手段を備
え、
　前記制御部は、前記入浴状態検出手段により所定の入浴状態が検出されたときに、前記
経路切替弁を前記流動経路から前記排水経路に切り替える請求項１に記載の排水システム
。
【請求項３】
　前記経路切替弁は、前記流動経路と、前記浴槽内の湯水が前記循環口及び前記追焚往路
管を介して前記排水配管に流れる第１排水経路とに切り替える構成とされており、
　前記循環口の高さよりも低い位置に前記排水口が配置されている請求項１又は請求項２
に記載の排水システム。
【請求項４】
　前記追焚往路管における前記経路切替弁と前記循環口との間に、前記浴槽内の湯水を前
記追焚往路管から前記排水配管に流す排水ポンプを備え、
　前記制御部は、前記経路切替弁を前記流動経路から前記第１排水経路に切り替えた状態
で、前記排水ポンプを作動する請求項３に記載の排水システム。
【請求項５】
　前記経路切替弁は、前記流動経路と、前記浴槽内の湯水が前記循環口及び前記追焚復路
管から前記追焚往路管を介して前記排水配管に流れる第２排水経路とに切り替える構成と
されており、
　前記制御部は、前記経路切替弁を前記流動経路から前記第２排水経路に切り替えた状態
で、前記循環ポンプを作動する請求項１又は請求項２に記載の排水システム。
【請求項６】
　前記経路切替弁が、前記浴槽の側部に着脱可能に取り付けられたエプロンの内部に配置
されている請求項１から請求項５までのいずれか１項に記載の排水システム。
【請求項７】
　前記排水ポンプが、前記浴槽の側部に着脱可能に取り付けられたエプロンの内部に配置
されている請求項４に記載の排水システム。
【請求項８】
　前記熱源機に設けられ、前記追焚復路管の側から分岐されたドレン配管に接続されると
共に、潜熱回収により発生した酸性水を中和した水を貯留するドレンタンクを備え、
　前記排水配管及び前記経路切替弁は、前記ドレンタンクの水を前記追焚往路管を介して
排出するために配設された排水配管及び三方弁と兼用する構成とされている請求項１から
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請求項７までのいずれかに記載の排水システム。
【請求項９】
　前記入浴状態検出手段は、前記浴槽内の入浴者の心拍数を検出する心拍数検出手段、入
浴者の位置を検出する人体検出手段、及び入浴者の血圧を検出する血圧検出手段の少なく
とも１つ以上を備え、
　前記制御部は、前記心拍数検出手段、前記人体検出手段、前記血圧検出手段の少なくと
も１つ以上で検出された情報による入浴者の入浴状態に基づき、前記経路切替弁を前記流
動経路から前記排水経路に切り替える請求項２に記載の排水システム。
【請求項１０】
　前記入浴状態検出手段は、前記浴槽内に溜められる湯水の温度を検出する湯水温度検出
手段と、前記浴槽内の入浴者の入浴時間を計測する入浴時間計測手段と、を備え、
　前記制御部は、前記湯水温度検出手段で検出された湯水の温度、及び前記入浴時間計測
手段で検出された入浴時間に基づき、前記経路切替弁を前記流動経路から前記排水経路に
切り替える請求項２に記載の排水システム。
【請求項１１】
　浴室の温度を検出する浴室温度検出手段と、
　前記浴室に設けられると共に前記浴室の温度を上昇させる浴室暖房乾燥機と、を備え、
　前記制御部は、前記経路切替弁を前記流動経路から前記排水経路に切り替えた状態で、
前記浴室温度検出手段で検出された前記浴室の温度に基づき、前記浴室暖房乾燥機を運転
する請求項９又は請求項１０に記載の排水システム。
【請求項１２】
　浴室に設けられると共に、音声を出力する報知手段が配置されたリモートコントローラ
を備え、
　前記制御部は、前記経路切替弁を前記流動経路から前記排水経路に切り替える前に、前
記浴槽内の湯水が排出されることを前記報知手段から報知する請求項９から請求項１１ま
でのいずれか１項に記載の排水システム。
【請求項１３】
　請求項１から請求項１２までのいずれか１項に記載の排水システムと、
　前記排水システムに設けられた前記熱源機で加熱された湯水が溜められる浴槽と、
　を有する浴室システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排水システム及び浴室システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、入浴者の心拍数から入浴者の状態を把握し、それに基づいて入浴
者の浴槽内における動きがないと検出され、かつ計測された心拍数に異常があったときに
、浴槽の底面に配設された自動排水栓から浴槽内の湯水を排出させる浴室システムが開示
されている。なお、浴槽の底面に配設された自動排水栓を備え、警報時に自動排水栓を開
くシステムとして、特許文献２に記載されたものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２７５３４７号公報
【特許文献２】特開２００３－１２３１６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載の浴室システムでは、例えば、自動排水栓を後付で施工する場合
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、浴槽内に設けられているポップアップ排水栓にしか自動排水栓を後付施工することがで
きない。すなわち、浴槽内の湯水を自動で排出するシステムを施工できる浴室が制限され
るという問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、追焚用の循環配管を利用して浴槽
内の湯水を排出することができる排水システム及び浴室システムを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明に係る排水システムは、追焚往路管及び追焚復路管を備えた追焚
用の循環配管と、前記追焚往路管と前記追焚復路管とが接続されると共に、前記追焚復路
管から前記追焚往路管に流れる湯水をガスバーナの熱を利用して加熱する熱源機と、浴槽
内に設けられると共に前記追焚往路管と前記追焚復路管とがそれぞれ接続され、前記追焚
往路管から前記浴槽内に湯水を供給し、前記浴槽内の湯水を前記追焚復路管に吸入する循
環口と、前記熱源機に設けられ、前記追焚復路管と前記追焚往路管とに湯水を循環させる
循環ポンプと、前記追焚往路管から分岐されると共に、湯水が排出される排水口を備えた
排水配管と、前記追焚往路管と前記排水配管との分岐部に設けられ、湯水が前記追焚往路
管から前記循環口に流れる通常の流動経路と、前記浴槽内の湯水が前記循環口及び前記追
焚往路管を介して前記排水配管に流れ、又は前記浴槽内の湯水が前記循環口及び前記追焚
復路管から前記追焚往路管を介して前記排水配管に流れる排水経路とに切り替える経路切
替弁と、前記経路切替弁の切り替え動作を制御する制御部と、を有する。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、熱源機には、追焚用の循環配管に備えられた追焚往路
管と追焚復路管とが接続されており、追焚復路管から追焚往路管に流れる湯水がガスバー
ナの熱を利用して加熱される。浴槽内の循環口は、追焚往路管と追焚復路管とにそれぞれ
接続されており、熱源機に設けられた循環ポンプを作動させることで、熱源機から追焚往
路管に流れる湯水が循環口から浴槽内に供給される。これと共に、浴槽内の湯水が循環口
から追焚復路管に吸入され、追焚復路管を通じて熱源機に流れる。これにより、追焚復路
管と追焚往路管とに湯水が循環される。また、追焚往路管から排水配管が分岐されており
、排水配管には、湯水が排出される排水口が備えられている。さらに、追焚往路管と排水
配管との分岐部には、経路切替弁が設けられている。これにより、湯水の経路は、制御部
で経路切替弁を切り替えることで、湯水が追焚往路管から循環口に流れる通常の流動経路
と、浴槽内の湯水が循環口及び追焚往路管を介して排水配管に流れ、又は浴槽内の湯水が
循環口及び追焚復路管から追焚往路管を介して排水配管に流れる排水経路とに切り替えら
れる。このため、経路切替弁を通常の流動経路から排水経路に切り替えることで、浴槽内
の湯水が、循環口及び追焚往路管を介して、又は循環口及び追焚復路管から追焚往路管を
介して排水配管に流れ、排水口から排出される。したがって、追焚用の循環配管を利用し
て浴槽内の湯水を排出させることができる。また、追焚用の循環配管が設けられている浴
室に、後付で排水システムを設置することもできるため、排水システムを施工できる浴室
が制限されない。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の排水システムにおいて、前記浴槽内の入浴
者が異常となり得る所定の入浴状態を検出する入浴状態検出手段を備え、前記制御部は、
前記入浴状態検出手段により所定の入浴状態が検出されたときに、前記経路切替弁を前記
流動経路から前記排水経路に切り替える。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、浴槽内の入浴者が異常となり得る所定の入浴状態を検
出する入浴状態検出手段を備えており、制御部は、入浴状態検出手段により所定の入浴状
態が検出されたときに、経路切替弁を通常の流動経路から排水経路に切り替える。これに
より、浴槽内の湯水が、循環口及び追焚往路管を介して、又は循環口及び追焚復路管から
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追焚往路管を介して排水配管に流れ、排水口から排出される。このため、浴槽内で入浴者
が、例えば意識を失ったときなどに、入浴者が浴槽内で溺れてしまうことを未然に防止す
ることができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の排水システムにおいて、前記
経路切替弁は、前記流動経路と、前記浴槽内の湯水が前記循環口及び前記追焚往路管を介
して前記排水配管に流れる第１排水経路とに切り替える構成とされており、前記循環口の
高さよりも低い位置に前記排水口が配置されている。
【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば、経路切替弁は、通常の流動経路と、浴槽内の湯水が循
環口及び追焚往路管を介して排水配管に流れる第１排水経路とに切り替える構成とされて
いる。さらに、循環口の高さよりも低い位置に排水口が配置されている。これにより、経
路切替弁を通常の流動経路から第１排水経路に切り替えることで、浴槽内の湯水が循環口
及び追焚往路管を介して排水配管に流れ、排水口から自然排水される。このため、経路切
替弁の切り替えにより、浴槽内の湯水を自然排水することができる。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の排水システムにおいて、前記追焚往路管に
おける前記経路切替弁と前記循環口との間に、前記浴槽内の湯水を前記追焚往路管から前
記排水配管に流す排水ポンプを備え、前記制御部は、前記経路切替弁を前記流動経路から
前記第１排水経路に切り替えた状態で、前記排水ポンプを作動する。
【００１３】
　請求項４に記載の発明によれば、追焚往路管における経路切替弁と循環口との間に、浴
槽内の湯水を追焚往路管から排水配管に排出する排水ポンプを備えている。制御部は、経
路切替弁を通常の流動経路から第１排水経路に切り替えた状態で、排水ポンプを作動する
ことで、浴槽内の湯水が循環口及び追焚往路管を介して排水配管に排水ポンプにより強制
的に流れ、排水口から排出される。このため、浴槽内の湯水を循環口及び追焚往路管を介
して自然排水する場合に比べて、浴槽内の湯水を短時間で排出することができる。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の排水システムにおいて、前記
経路切替弁は、前記流動経路と、前記浴槽内の湯水が前記循環口及び前記追焚復路管から
前記追焚往路管を介して前記排水配管に流れる第２排水経路とに切り替える構成とされて
おり、前記制御部は、前記経路切替弁を前記流動経路から前記第２排水経路に切り替えた
状態で、前記循環ポンプを作動する。
【００１５】
　請求項５に記載の発明によれば、経路切替弁は、通常の流動経路と、浴槽内の湯水が循
環口及び追焚復路管から追焚往路管を介して排水配管に流れる第２排水経路とに切り替え
る構成とされている。制御部は、経路切替弁を通常の流動経路から第２排水経路に切り替
えた状態で、循環ポンプを作動することで、浴槽内の湯水が循環口及び追焚復路管から熱
源機に流れ、さらに熱源機から追焚往路管を介して排水配管に流れ、排水口から排出され
る。このため、浴槽内の湯水が循環ポンプにより強制的に排出されるので、浴槽内の湯水
を循環口及び追焚往路管を介して自然排水する場合に比べて、浴槽内の湯水を短時間で排
出することができる。
【００１６】
　請求項６に記載の発明は、請求項１から請求項５までのいずれか１項に記載の排水シス
テムにおいて、前記経路切替弁が、前記浴槽の側部に着脱可能に取り付けられたエプロン
の内部に配置されている。
【００１７】
　請求項６に記載の発明によれば、追焚用の循環配管を利用して追焚往路管に経路切替弁
及び排水配管を後付で施工する場合にも、エプロンを取り外すことで、追焚往路管に経路
切替弁及び排水配管を設置することができ、施工が大がかりにならず、安価に設置するこ
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とができる。また、浴槽の排水栓がホップアップ排水栓以外のゴム栓等の場合も、本発明
の排水システムを施工することができる。
【００１８】
　請求項７に記載の発明は、請求項４に記載の排水システムにおいて、前記排水ポンプが
、前記浴槽の側部に着脱可能に取り付けられたエプロンの内部に配置されている。
【００１９】
　請求項７に記載の発明によれば、排水ポンプを後付で施工する場合にも、エプロンを取
り外すことで、排水ポンプを設置することができ、施工しやすくなる。
【００２０】
　請求項８に記載の発明は、請求項１から請求項７までのいずれかに記載の排水システム
において、前記熱源機に設けられ、前記追焚復路管の側から分岐されたドレン配管に接続
されると共に、潜熱回収により発生した酸性水を中和した水を貯留するドレンタンクを備
え、前記排水配管及び前記経路切替弁は、前記ドレンタンクの水を前記追焚往路管を介し
て排出するために配設された排水配管及び三方弁と兼用する構成とされている。
【００２１】
　請求項８に記載の発明によれば、熱源機には、追焚復路管の側から分岐されたドレン配
管に接続されたドレンタンクが設けられており、潜熱回収により発生した酸性水を中和し
た水がドレンタンクに貯留される。追焚往路管には、ドレンタンクの水を追焚往路管を介
して排出するために、追焚往路管に排水配管及び三方弁が配設されており、ドレンタンク
の水が追焚復路管の側から追焚往路管を通って三方弁から排水配管にドレン排水される。
排水システムでは、排水配管及び経路切替弁をドレン排水のための排水配管及び三方弁と
兼用することで、排水システムを後付で施工する場合にも、安価に設置することができる
。さらに、排水システムの構造がシンプルとなる。
【００２２】
　請求項９に記載の発明は、請求項２に記載の排水システムにおいて、前記入浴状態検出
手段は、前記浴槽内の入浴者の心拍数を検出する心拍数検出手段、入浴者の位置を検出す
る人体検出手段、及び入浴者の血圧を検出する血圧検出手段の少なくとも１つ以上を備え
、前記制御部は、前記心拍数検出手段、前記人体検出手段、前記血圧検出手段の少なくと
も１つ以上で検出された情報による入浴者の入浴状態に基づき、前記経路切替弁を前記流
動経路から前記排水経路に切り替える。
【００２３】
　請求項９に記載の発明によれば、浴槽内の入浴者の心拍数を検出する心拍数検出手段、
入浴者の位置を検出する人体検出手段と、及び入浴者の血圧を検出する血圧検出手段の少
なくとも１つ以上を備えている。制御部は、心拍数検出手段、人体検出手段、血圧検出手
段の少なくとも１つ以上で検出された情報による入浴者の入浴状態に基づき、経路切替弁
を通常の流動経路から排水経路に切り替える。これにより、例えば、入浴者の心拍数や血
圧が許容値よりも高い場合、入浴者が動かない場合などに、浴槽内の湯水を循環口から排
出することができる。
【００２４】
　請求項１０に記載の発明は、請求項２に記載の排水システムにおいて、前記入浴状態検
出手段は、前記浴槽内に溜められる湯水の温度を検出する湯水温度検出手段と、前記浴槽
内の入浴者の入浴時間を計測する入浴時間計測手段と、を備え、前記制御部は、前記湯水
温度検出手段で検出された湯水の温度、及び前記入浴時間計測手段で検出された入浴時間
に基づき、前記経路切替弁を前記流動経路から前記排水経路に切り替える。
【００２５】
　請求項１０に記載の発明によれば、浴槽内に溜められる湯水の温度を検出する湯水温度
検出手段と、浴槽内の入浴者の入浴時間を計測する入浴時間計測手段と、を備えている。
制御部は、湯水温度検出手段で検出された湯水の温度、及び入浴時間計測手段で検出され
た入浴時間に基づき、経路切替弁を通常の流動経路から排水経路に切り替える。例えば、
消費者庁の公表資料（平成２８年１月２０日付け）には、「４１℃以下のお湯で１０分未
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満に上がる」ことが安全な入浴方法として推奨されている。このため、例えば、この条件
を満たさない場合（４１℃以上の湯水に１０分以上入浴している場合など）に、浴槽内の
湯水を循環口から排出することができ、入浴者が異常状態となるのを未然に防止すること
ができる。
【００２６】
　請求項１１に記載の発明は、請求項９又は請求項１０に記載の排水システムにおいて、
浴室の温度を検出する浴室温度検出手段と、前記浴室に設けられると共に前記浴室の温度
を上昇させる浴室暖房乾燥機と、を備え、前記制御部は、前記経路切替弁を前記流動経路
から前記排水経路に切り替えた状態で、前記浴室温度検出手段で検出された前記浴室の温
度に基づき、前記浴室暖房乾燥機を運転する。
【００２７】
　請求項１１に記載の発明によれば、浴室の温度を検出する浴室温度検出手段と、浴室の
温度を上昇させる暖房乾燥機と、を備えている。制御部は、経路切替弁を通常の流動経路
から排水経路に切り替えた状態で、浴室温度検出手段で検出された浴室の温度に基づき、
浴室暖房乾燥機を運転することで、浴室の温度を上昇させる。このため、浴槽内の湯水を
循環口から排出すると共に、低温時に浴室の温度を上昇させることで、入浴者の状態が悪
化することを抑制することができる。
【００２８】
　請求項１２に記載の発明は、請求項９から請求項１１までのいずれか１項に記載の排水
システムにおいて、浴室に設けられると共に、音声を出力する報知手段が配置されたリモ
ートコントローラを備え、前記制御部は、前記経路切替弁を前記流動経路から前記排水経
路に切り替える前に、前記浴槽内の湯水が排出されることを前記報知手段から報知する。
【００２９】
　請求項１２に記載の発明によれば、浴室に報知手段が配置されたリモートコントローラ
を備えており、制御部は、経路切替弁を通常の流動経路から排水経路に切り替える前に、
浴槽内の湯水が排出されることを音声で報知手段から入浴者に報知する。このため、入浴
者に事前に知らせることなく、いきなり浴槽内の湯水が排出されることが回避される。
【００３０】
　請求項１３に記載の発明に係る浴室システムは、請求項１から請求項１２までのいずれ
か１項に記載の排水システムと、前記排水システムに設けられた前記熱源機で加熱された
湯水が溜められる浴槽と、を有する。
【００３１】
　請求項１３に記載の発明によれば、請求項１から請求項１２までのいずれか１項に記載
の排水システムを備えているので、熱源機で加熱された湯水が浴槽内に溜められた状態で
、追焚用の循環配管を利用して浴槽内の湯水を排出することができる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、追焚用の循環配管を利用して浴槽内の湯水を排出することができる排
水システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の第１実施形態に係る排水システムを備えた浴室システムを示す概略構成
図である。
【図２】図１に示す排水システムを備えた浴室システムの動作を制御するための制御系の
ブロック図である。
【図３】図１に示す浴室システムに用いられる浴室用のリモートコントローラを示す正面
図である。
【図４Ａ】図１に示す浴室システムにおいて、追焚時の湯水の流れを示す概略構成図であ
る。
【図４Ｂ】図１に示す浴室システムにおいて、ドレン排水時のドレンタンクからの水の流
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れを示す概略構成図である。
【図４Ｃ】図１に示す浴室システムにおいて、異常となり得る状態が検出されたときに、
浴槽内の湯水が排出される湯水の流れを示す概略構成図である。
【図５Ａ】本発明の第２実施形態に係る排水システムが適用された浴室システムにおいて
、追焚時の湯水の流れを示す概略構成図である。
【図５Ｂ】図５Ａに示す浴室システムにおいて、異常となり得る状態が検出されたときに
、浴槽内の湯水が排出される湯水の流れを示す概略構成図である。
【図６Ａ】本発明の第３実施形態に係る排水システムが適用された浴室システムにおいて
、追焚時の湯水の流れを示す概略構成図である。
【図６Ｂ】図６Ａに示す浴室システムにおいて、異常となり得る状態が検出されたときに
、浴槽内の湯水が排出される湯水の流れを示す概略構成図である。
【図７】図６Ａ及び図６Ｂに示す排水システムのブロック図である。
【図８】本発明の第４実施形態に係る排水システムを備えた浴室システムの動作を制御す
るための制御系のブロック図である。
【図９】本発明の第５実施形態に係る排水システムが適用された浴室システムにおいて、
浴槽内の湯水を排出する制御を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の第６実施形態及びその変形例に係る排水システムを備えた浴室システ
ムを示す概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００３５】
〔第１実施形態〕
　図１～図４Ｃを用いて、本発明の第１実施形態である排水システムについて説明する。
【００３６】
　図１には、本発明の第１実施形態である排水システム１２を備えた浴室システム１０が
概略構成図にて示されている。図１に示されるように、浴室システム１０は、湯水を加熱
する熱源機１４と、熱源機１４に接続される追焚用の循環配管１６と、循環配管１６が接
続されると共に熱源機１４との間で湯水が循環される浴槽１８と、を備えている。
【００３７】
　循環配管１６は、熱源機１４に接続されて熱源機１４から浴槽１８に湯水を流す追焚往
路管１６Ａと、熱源機１４に接続されて浴槽１８から熱源機１４に湯水を流す追焚復路管
１６Ｂと、を備えている。浴槽１８の内壁には、循環口２０が設けられており、循環口２
０に追焚往路管１６Ａと追焚復路管１６Ｂとがそれぞれ接続されている。より詳細には、
循環口２０は、追焚往路管１６Ａが接続されると共に湯水が浴槽１８内に吐出される吐出
口２０Ａと、追焚復路管１６Ｂが接続されると共に浴槽１８内から湯水が吸入される吸入
口２０Ｂと、を備えている。また、熱源機１４には、追焚復路管１６Ｂと追焚往路管１６
Ａとに湯水を循環させる後述の循環ポンプ４２が設けられている。
【００３８】
　浴槽１８は、浴室２２に設けられている。浴槽１８の側部には、エプロン２４が着脱可
能に取り付けられており、エプロン２４の内部に追焚往路管１６Ａ及び追焚復路管１６Ｂ
の一部が配置されている。浴室システム１０には、追焚往路管１６Ａから分岐された排水
配管２６が設けられており、排水配管２６は、追焚往路管１６Ａとの分岐部（接続部）か
ら上下方向下方側に延びている。排水配管２６の上下方向下方側の端部には、湯水が排出
される排水口２８が設けられている。排水口２８は、循環口２０の吐出口２０Ａの下部よ
りも上下方向下側に配置されている。
【００３９】
　追焚往路管１６Ａと排水配管２６との分岐部（接続部）には、湯水の流動経路を切り替
える経路切替弁としての電磁式の三方弁３０が設けられている。排水配管２６は、エプロ
ン２４の内部で追焚往路管１６Ａから分岐されており、三方弁３０は、エプロン２４の内
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部に配置されている。三方弁３０は、湯水が追焚往路管１６Ａから浴槽１８の循環口２０
に流れる通常の流動経路と、浴槽１８内の湯水が循環口２０及び追焚往路管１６Ａを介し
て排水配管２６に流れる排水経路としての第１排水経路とに切り替える構成とされている
。さらに、三方弁３０は、ドレン排水時に、通常の流動経路から、後述のドレンタンク４
８の水が追焚往路管１６Ａを介して排水配管２６に流れるドレン排水経路に切り替える構
成とされている。三方弁３０については、後に説明する。
【００４０】
　本実施形態の排水システム１２は、追焚往路管１６Ａ及び追焚復路管１６Ｂを備えた循
環配管１６と、熱源機１４と、循環口２０と、循環ポンプ４２と、排水配管２６と、三方
弁３０と、を主要な構成要素として有している。
【００４１】
　浴槽１８の底部には、排水口３４が設けられており、この排水口３４を塞ぐ排水栓３６
が設けられている。排水栓３６は、浴槽１８に設けられた図示しない開閉ボタンによって
開閉されるようになっている。
【００４２】
　熱源機１４は、屋外に配置されている。熱源機１４は、筐体４０の内部に、循環ポンプ
４２と、追焚部４４と、給湯部４６とを備えている。また、熱源機１４は、省エネルギー
化のために潜熱を回収する構成とされており、潜熱回収により発生した酸性水を中和した
水を貯留するドレンタンク４８を備えている。筐体４０の底部には、図示しない排気口を
介してファン５０が設けられている。
【００４３】
　追焚部４４は、熱交換器５２と、ガスバーナ５４とを備えている。図示を省略するが、
追焚復路管１６Ｂの湯水流動方向の下流端は、追焚部４４内に配置された熱交換器５２の
入口に接続されており、追焚往路管１６Ａの湯水流動方向の上流端は、熱交換器５２の出
口に接続されている。熱源機１４の内部には、追焚復路管１６Ｂにおける熱交換器５２よ
りも湯水流動方向の上流側に循環ポンプ４２が設けられている。ガスバーナ５４には、ガ
ス（都市ガス）を供給する配管（図示省略）が接続されると共に、点火装置（図示省略）
が設けられている。追焚部４４では、追焚復路管１６Ｂから追焚往路管１６Ａに流れる湯
水が、ガスバーナ５４の熱を利用して加熱されるようになっている。なお、図示を省略す
るが、熱源機１４では、ガス燃焼で暖房配管を流れる熱媒を加熱し、暖房配管から追焚用
の循環配管１６に液－液熱交換器で熱を伝える間接熱交換方式も採用されている。
【００４４】
　給湯部４６は、一次熱交換器５６と、二次熱交換器５８と、ガスバーナ６０と、を備え
ている。給湯部４６には、追焚復路管１６Ｂから分岐された湯張り配管６２が接続されて
いる。湯張り配管６２は、追焚復路管１６Ｂに設けられた循環ポンプ４２よりも湯水流動
方向の上流側で、追焚復路管１６Ｂから分岐されている。図示を省略するが、給湯部４６
には、二次熱交換器５８に水を供給する給水管が接続されている。さらに、給水管には、
給水管から供給される水を二次熱交換器５８に通した後に一次熱交換器５６に通すように
配置された配管が接続されている。配管は、一次熱交換器５６の出口で湯張り配管６２の
湯水流動方向の上流側に接続されている。なお、図示を省略するが、湯張り配管６２から
給湯のための給湯配管が分岐されている。給湯部４６では、二次熱交換器５８から一次熱
交換器５６に流れる水がガスバーナ６０の熱を利用して加熱され、湯張り配管６２に湯水
が流れるようになっている。
【００４５】
　追焚復路管１６Ｂにおける湯張り配管６２の接続部よりも湯水流動方向の上流側には、
追焚復路管１６Ｂからドレン配管６６が分岐されている。追焚復路管１６Ｂとドレン配管
６６との分岐部（接続部）には、電磁式の三方弁６８が設けられている。ドレン配管６６
は、ドレンタンク４８に接続されている。図示を省略するが、熱源機１４は、二次熱交換
器５８とドレンタンク４８との間を繋ぐ回収管と、回収管に設けられたドレン中和器と、
を備えている。これにより、二次熱交換器５８にて潜熱を回収する際に発生した酸性水が
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ドレン中和器によって中和され、中和された水が回収管を通じてドレンタンク４８に貯留
されるようになっている。
【００４６】
　三方弁６８は、循環口２０から追焚復路管１６Ｂを介して追焚部４４に湯水を流動させ
る通常の流動経路と、ドレンタンク４８の水がドレン配管６６を通って追焚復路管１６Ｂ
の追焚部４４の側に流れるドレン経路と、に切り替える構成とされている。ドレン排水時
には、三方弁６８をドレン経路に切り替えることで、ドレンタンク４８の水がドレン配管
６６を通って追焚復路管１６Ｂの追焚部４４の側に流れるようになっている。
【００４７】
　本実施形態の排水システム１２を備えた浴室システム１０は、リモートコントローラ７
２（以下、リモコン７２と略称する）と、制御ユニット７４と、を備えている。リモコン
７２は、浴室２２の側壁に設けられている。制御ユニット７４は、一例として熱源機１４
の内部に設けられている。リモコン７２と制御ユニット７４とはケーブルによって接続さ
れている。
【００４８】
　図２には、本実施形態の排水システム１２を備えた浴室システム１０がブロック図にて
示されている。図２に示されるように、リモコン７２は、浴室システム１０の運転状況等
を表示する表示部７６と、浴室システム１０の所定の運転等を選択する複数のボタン（図
３参照）を有する操作部７８と、を備えている。また、リモコン７２は、表示部７６及び
操作部７８とそれぞれ電気的に接続されると共にリモコン７２を制御する制御部８０と、
制御部８０に電気的に接続されると共に制御ユニット７４との通信を行う通信部８２と、
を備えている。さらに、リモコン７２は、制御部８０と電気的に接続されると共に運転状
況等の情報を音声として出力する報知手段としてのスピーカ１００を備えている。さらに
、リモコン７２は、入浴者の生体情報を検出する生体情報センサ９４を備えている。生体
情報センサ９４としては、例えば、浴室２２内にいる者（入浴しているとは限らない）の
位置を検出する人体検出手段としての人感センサ、入浴者の心拍数を検出する心拍数検出
手段としての心拍数センサ、入浴者の血圧を検出する血圧検出手段としての血圧センサ等
の少なくとも１つ以上が設けられている。そして、排水システム１２では、人感センサ、
心拍数センサ、血圧センサ等の少なくとも１つ以上で検出された生体情報による入浴者の
入浴状態に基づき、三方弁３０を切り替える構成とされている。本実施形態では、生体情
報センサ９４として、人感センサ、心拍数センサ、及び血圧センサが設けられている。心
拍数センサは、入浴者と非接触の状態で入浴者の心拍数を検出する構成とされている。ま
た、血圧センサも同様に、入浴者と非接触の状態で入浴者の血圧を検出する構成とされて
いる。
【００４９】
　生体情報センサ９４の例としての人感センサで検出された浴室２２内にいる者の位置情
報は、制御部８０に伝達される。制御部８０は、浴室２２内にいる者の位置情報に対応す
る信号を通信部８２から制御ユニット７４に出力する。また、生体情報センサ９４の例と
しての心拍数センサで検出された入浴者の心拍数の情報は、制御部８０に伝達される。さ
らに、生体情報センサ９４の例としての血圧センサで検出された入浴者の血圧の情報は、
制御部８０に伝達される。制御部８０では、人感センサから出力された位置検出信号が処
理されることで、浴室２２内にいる者の位置が特定される。制御部８０では、心拍数セン
サから出力された心拍数検出信号が処理されることで、入浴者の心拍数が計測される。同
様に、制御部８０では、血圧センサから出力された血圧検出信号が処理されることで、入
浴者の血圧が計測される。制御部８０は、入浴者の位置情報、入浴者の心拍数の情報、及
び入浴者の血圧の情報に対応する信号をそれぞれ通信部８２から制御ユニット７４に出力
する。また、制御部８０は、操作部７８で各ボタン等の操作が行われたときに、各ボタン
等の操作に対応する信号を通信部８２から制御ユニット７４に出力する。
【００５０】
　制御ユニット７４は、追焚部４４及び給湯部４６の構成機器を動作させる燃焼ユニット
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８４と、燃焼ユニット８４と電気的に接続されると共に浴室システム１０の全体を制御す
る制御部８６と、制御部８６と電気的に接続されると共にリモコン７２等との通信を行う
通信部８８と、を備えている。制御ユニット７４の通信部８８とリモコン７２の通信部８
２とは電気的に接続されている。また、制御ユニット７４は、時間を計測するタイマ９０
を備えており、タイマ９０は、制御部８６に電気的に接続されている。タイマ９０は、例
えば、入浴時間、三方弁３０が通常の流動経路から第１流動経路に切り替えられたときか
らの経過時間などを計測する。通信部８８は、循環ポンプ４２、三方弁６８とそれぞれ電
気的に接続されており、制御部８６は、通信部８８を介して信号を送信することで、循環
ポンプ４２、三方弁６８の動作を制御する。さらに、通信部８８は、浴槽１８の側方に配
置された三方弁３０と電気的に接続されており、制御部８６は、通信部８８を介して信号
を送信することで、三方弁３０の動作を制御する。
【００５１】
　制御部８６は、各運転を行うためのプログラムなどを記憶したＲＯＭ（読み出し専用メ
モリ）、リモコン７２や各センサ等から出力された信号に基づくデータを一時的に記憶す
るＲＡＭ（書き換え可能メモリ）、及び、各プログラムを実行するＣＰＵ（中央演算素子
）等を有している。
【００５２】
　リモコン７２から出力された浴室２２内にいる者の位置情報、入浴者の心拍数の情報、
及び入浴者の血圧の情報に対応する信号は、それぞれ制御ユニット７４の制御部８６に入
力されるようになっている。浴室２２内にいる者の位置情報、入浴者の心拍数の情報、及
び入浴者の血圧の情報に対応する信号に基づく制御部８６の三方弁３０の切り替えの制御
については、後に説明する。
【００５３】
　制御ユニット７４の通信部８８は、計測装置９２と電気的に接続されている。計測装置
９２は、浴槽１８の側方に配置されている（図１参照）。図示を省略するが、計測装置９
２は、制御ユニット７４との通信を行う通信部と、各種信号の処理等を行う制御部と、を
備えている。
【００５４】
　また、浴槽１８の側部には、浴槽１８内の湯水の水位を検出する水位センサ９６が設け
られている（図１参照）。水位センサ９６は、計測装置９２と電気的に接続されており、
水位センサ９６から出力された水位検出信号が計測装置９２で処理されることで、浴槽１
８内の湯水の水位が計測される。そして、計測装置９２から水位のデータが制御ユニット
７４の制御部８６に伝達されるようになっている。
【００５５】
　追焚復路管１６Ｂには、浴槽１８から追焚復路管１６Ｂを通じて熱源機１４に戻される
湯水の温度を検出する湯水温度検出手段としての湯水温度センサ９８が設けられている。
湯水温度センサ９８は、計測装置９２と電気的に接続されており、湯水温度センサ９８か
ら出力された温度検出信号が計測装置９２で処理されることで、湯水の温度が計測される
。そして、計測装置９２から湯水の温度のデータが制御ユニット７４の制御部８６に伝達
されるようになっている。
【００５６】
　図３には、リモコン７２が正面図にて示されている。図３に示されるように、リモコン
７２は、ＯＮ/ＯＦＦ状態とする運転スイッチ１０２と、浴槽１８に自動で湯張りを行う
風呂自動ボタン１０４と、追焚を行う追焚ボタン１０６と、浴室２２の外部の者の呼び出
しを行う呼び出しボタン１１０と、を備えている。これらのスイッチ及び複数のボタンで
操作部７８（図２参照）が構成されている。また、前述のようにリモコン７２は、表示部
７６と、スピーカ１００と、生体情報センサ９４と、を備えている。なお、図示を省略す
るが、リモコン７２には、浴槽１８内の湯水の温度を設定する設定ボタンなど、他のボタ
ンが設けられていてもよい。
【００５７】
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　排水システム１２では、前述のように、三方弁３０は、熱源機１４から追焚往路管１６
Ａに流れる湯水が浴槽１８の循環口２０（本実施形態では、吐出口２０Ａ）に流れる通常
の流動経路と、浴槽１８内の湯水が循環口２０（本実施形態では、吸入口２０Ｂ）及び追
焚復路管１６Ｂを介して追焚往路管１６Ａから排水配管２６に流れる排水経路としての第
１排水経路とに切り替える構成とされている。前述のように、制御ユニット７４の制御部
８６は、三方弁３０の切替動作を制御する。
【００５８】
　三方弁３０は、通常の流路経路に切り替えた状態で、排水配管２６を封止して追焚往路
管１６Ａを全体に亘って連通させる構成とされており、追焚往路管１６Ａにおける熱源機
１４との接続部が、循環口２０の吐出口２０Ａと連通される。言い換えると、三方弁３０
を排水口２８の側から熱源機１４の側に切り替える構成とされている。これにより、熱源
機１４から追焚往路管１６Ａに流れる湯水が浴槽１８の循環口２０の吐出口２０Ａから浴
槽１８内に吐出されるようになっている。
【００５９】
　また、三方弁３０は、通常の流路経路から第１排水経路に切り替えることで、三方弁３
０が追焚往路管１６Ａの上流側を封止して追焚往路管１６Ａの下流側を排水配管２６と連
通させる構成とされており、循環口２０の吐出口２０Ａが、排水配管２６の排水口２８と
連通される。言い換えると、三方弁３０を熱源機１４の側から排水口２８の側に切り替え
る構成とされている。これにより、浴槽１８内の湯水が循環口２０の吐出口２０Ａから追
焚往路管１６Ａの下流側を介して排水配管２６に流れ、排水口２８から排出されるように
なっている。
【００６０】
　本実施形態では、生体情報センサ９４は、浴槽１８内の入浴者が異常となり得る所定の
入浴状態を検出する入浴状態検出手段として機能している。例えば、制御部８６は、生体
情報センサ９４の例としての人感センサで検出された浴槽１８内の入浴者の位置情報に基
づき、入浴者の動きが一定時間以上無いことが検出されたとき、生体情報センサ９４の例
としての心拍数センサによって検出された入浴者の心拍数が、所定の心拍数の一例として
の第１の閾値以上となったとき、又は、生体情報センサ９４の例としての血圧センサによ
って検出された入浴者の血圧が、所定の血圧の一例としての第２の閾値以上となったとき
に、三方弁３０を通常の流路経路から第１排水経路に切り替える。本実施形態では、入浴
者の心拍数の絶対値が、第１の閾値以上となったときに、三方弁３０を切り替えるが、入
浴者の心拍数の変化分（上昇分）が、所定の心拍数の変化値（上昇値）以上となったとき
に、三方弁３０を切り替えるようにしてもよい。同様に、本実施形態では、入浴者の血圧
の絶対値が、第２の閾値以上となったときに、三方弁３０を切り替えるが、入浴者の血圧
の変化分（上昇分）が、所定の血圧の変化値（上昇値）以上となったときに、三方弁３０
を切り替えるようにしてもよい。
【００６１】
　ドレン排水時には、三方弁３０は、熱源機１４から追焚往路管１６Ａに流れる湯水が浴
槽１８の循環口２０の吐出口２０Ａに流れる通常の流動経路から、熱源機１４から追焚往
路管１６Ａに流れる湯水が排水配管２６に流れるドレン排水経路に切り替える構成とされ
ている。三方弁３０は、通常の流路経路からドレン排水経路に切り替えることで、三方弁
３０が追焚往路管１６Ａの下流側を封止して追焚往路管１６Ａの上流側を排水配管２６と
連通させる構成とされている。すなわち、追焚往路管１６Ａにおける熱源機１４との接続
部が、排水配管２６の排水口２８と連通される構成とされている。言い換えると、三方弁
３０を循環口２０の吐出口２０Ａの側から排水口２８の側に切り替える構成とされている
。また、ドレン排水時には、三方弁６８は、循環口２０から追焚復路管１６Ｂを介して追
焚部４４に湯水を流動させる通常の流動経路から、ドレンタンク４８の水がドレン配管６
６を通って追焚復路管１６Ｂの追焚部４４の側に流れるドレン経路に切り替える構成とさ
れている。そして、循環ポンプ４２を作動させることで、ドレンタンク４８からドレン配
管６６及び追焚復路管１６Ｂを通じて追焚往路管１６Ａに流れる水が、排水配管２６に流
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れて排水口２８から排出されるようになっている。
【００６２】
　制御部８６は、三方弁３０が第１排水経路に切り替えられた状態で、所定の条件を満た
した場合に、三方弁３０を第１排水経路から通常の流動経路に切り替える（通常の流動経
路に戻す）。本実施形態では、制御部８６は、（１）三方弁３０が第１排水経路に切り替
えられてから所定時間（例えば、１２時間）を経過したとき、（２）リモコン７２の運転
スイッチ１０２のＯＦＦ状態とＯＮ状態の両方の操作が行われたとき、（３）自動湯張り
を行うためにリモコン７２の風呂自動ボタン１０４が押されたとき、のいずれか１つの条
件を満たしたときに、三方弁３０を第１排水経路から通常の流動経路に切り替える。
【００６３】
　浴室システム１０では、ドレンタンク４８の水を追焚往路管１６Ａを介して排水するた
めに、追焚往路管１６Ａから分岐された排水配管２６と、追焚往路管１６Ａと排水配管２
６との接続部の三方弁３０とが元々設けられている。本実施形態の排水システム１２では
、ドレンタンク４８の水を排水するための排水配管２６及び三方弁３０を、浴槽１８内の
湯水を排水するための排水配管２６及び三方弁３０と兼用する構成とされている。本実施
形態の排水システム１２を後付で設置する場合には、制御ユニット７４のプログラムを変
更すればよい。
【００６４】
　次に、本実施形態の作用及び効果について説明する。
【００６５】
＜追焚運転＞
　浴槽１８に湯水が張られた（溜められた）状態で、図３に示されるリモコン７２の追焚
ボタン１０６が押されると、図２に示されるリモコン７２の制御部８０から通信部８８を
介して制御ユニット７４に追焚指令信号が出力される。制御ユニット７４の制御部８６は
、追焚指令信号を検出すると、追焚モードになる。
【００６６】
　図４Ａに示されるように、制御ユニット７４の制御部８６は、三方弁３０が通常の流動
経路に切り替えられている状態、及び熱源機１４内の三方弁６８が追焚時の流動経路に切
り替えられている状態で、追焚運転を開始する。追焚運転では、ガスバーナ５４にガスを
供給すると共に点火装置を起動させてガスをガスバーナ５４にて燃焼させる（ガスバーナ
５４を作動させる）。さらに、制御部８６は、循環ポンプ４２を作動させる。
【００６７】
　循環ポンプ４２が作動すると、矢印Ａに示されるように、浴槽１８内の湯水が循環口２
０の吸入口２０Ｂから吸入され、この吸入された湯水が追焚復路管１６Ｂを通じて熱源機
１４の追焚部４４の熱交換器５２に戻される。さらに、熱交換器５２に戻された湯水は、
ガスバーナ５４で加熱され、この加熱された湯水は、矢印Ａに示されるように、追焚往路
管１６Ａを通じて循環口２０の吐出口２０Ａから浴槽１８内に吐出される。
【００６８】
　追焚復路管１６Ｂに設けられた湯水温度センサ９８からは、追焚復路管１６Ｂを流れる
湯水の温度に応じた温度検出信号が出力される。そして、追焚運転時には、制御ユニット
７４の制御部８６において、湯水温度センサ９８からの温度検出信号に基づく温度検出値
が所定の追焚温度として設定された設定値に達したと判断されるまで（湯水の温度が設定
追焚温度になるまで）、上記動作が繰り返される。これにより、浴槽１８内の湯水が追焚
される。
【００６９】
＜ドレン排水＞
　制御ユニット７４の制御部８６は、所定の条件を満たしたときにドレン排水モードとな
る。所定の条件として、例えば、一定の運動時間毎に、又はドレンタンク４８に貯留され
た水が所定の水位以上となったときに、ドレン排水モードとなる。図４Ｂに示されるよう
に、制御部８６は、熱源機１４内の三方弁６８を追焚時の流動経路からドレン経路に切り
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替える。また、制御部８６は、浴槽１８の側部の三方弁３０を、通常の流動経路から、熱
源機１４から追焚往路管１６Ａに流れる湯水が排水配管２６に流れるドレン排水経路に切
り替える。さらに、制御部８６は、循環ポンプ４２を作動させる。
【００７０】
　三方弁６８が切り替えられることで、矢印Ｂに示されるように、ドレンタンク４８に貯
留された水がドレン配管６６を通って追焚復路管１６Ｂの追焚部４４の側に流れる。さら
に、三方弁３０が切り替えられることで、矢印Ｂに示されるように、水は追焚部４４から
追焚往路管１６Ａに流れ、さらに排水配管２６を通じて排水口２８から排水される。
【００７１】
＜異常検出時＞
　制御部８６は、生体情報センサ９４の例としての人感センサで検出された浴槽１８内の
入浴者の位置情報に基づき、入浴者の動きが一定時間以上無いことが検出されたとき、生
体情報センサ９４の例としての心拍数センサによって検出された入浴者の心拍数が、所定
の心拍数の一例としての第１の閾値以上となったとき、又は、生体情報センサ９４の例と
しての血圧センサによって検出された入浴者の血圧が、所定の血圧の一例としての第２の
閾値以上となったときに、異常検出と判定し、排水モードとなる。図４Ｃに示されるよう
に、制御部８６は、三方弁３０を通常の流路経路から第１排水経路に切り替える。三方弁
３０が第１排水経路に切り替えられることで、矢印Ｃに示されるように、浴槽１８内の湯
水が循環口２０の吐出口２０Ａから追焚往路管１６Ａの下流側を通って排水配管２６に流
れる。さらに、湯水は、矢印Ｃに示されるように、排水配管２６の排水口２８から排出さ
れる。すなわち、浴槽１８内の湯水は、循環口２０の吐出口２０Ａから追焚往路管１６Ａ
を通じて排水配管２６の排水口２８から自然排出される。その際、浴槽１８内の吐出口２
０Ａより上の湯水が排出される。
【００７２】
　制御部８６は、（１）三方弁３０が第１排水経路に切り替えられてから所定時間（例え
ば、１２時間）を経過したとき、（２）リモコン７２の運転スイッチ１０２のＯＦＦ状態
とＯＮ状態の両方の操作が行われたとき、（３）リモコン７２の風呂自動ボタン１０４が
押されたとき、のいずれか１つの条件を満たしたときに、三方弁３０を第１排水経路から
通常の流動経路に切り替える。
【００７３】
　このような排水システム１２では、三方弁３０を通常の流動経路から第１排水経路に切
り替えることで、浴槽１８内の湯水が、循環口２０の吐出口２０Ａ及び追焚往路管１６Ａ
を介して排水配管２６に流れ、排水口２８から排出される。したがって、追焚用の循環配
管１６を利用して浴槽１８内の湯水を排出することができる。
【００７４】
　浴槽１８内の入浴者の心拍数が第１の閾値以上となったとき、又は、入浴者の血圧が第
２の閾値以上となったときは、例えば、入浴者がヒートショックにより意識を失うなどの
異常が発生する可能性がある。また、浴槽１８内の入浴者の動きが一定時間以上無いこと
が検出された場合は、例えば、入浴者がヒートショックにより意識を失うなどの異常が発
生している可能性がある。排水システム１２では、入浴者の動きが一定時間以上無いこと
が検出されたとき、浴槽１８内の入浴者の心拍数が第１の閾値以上となったとき、又は、
浴槽１８内の入浴者の血圧が第２の閾値以上となったときに、三方弁３０を通常の流路経
路から第１排水経路に切り替えることで、浴槽１８内の湯水が、循環口２０の吐出口２０
Ａ及び追焚往路管１６Ａを介して排水配管２６に排出される。このため、例えば、浴槽１
８内で入浴者が意識を失ったときなどに、浴槽１８内の湯水が排出されることで、入浴者
が浴槽１８内で溺れてしまうことを未然に防止することができる。
【００７５】
　また、排水システム１２では、排水配管２６及び三方弁３０は、ドレンタンク４８の水
を追焚往路管１６Ａを介して排出するために配設された排水配管２６及び三方弁３０と兼
用する構成とされている。このため、例えば、排水システム１２を後付で施工する場合に
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も、制御ユニット７４のプログラムを変更すればよいので、安価に設置することができる
。
【００７６】
　さらに、排水システム１２では、三方弁３０が、浴槽１８の側部に取り付けられたエプ
ロン２４の内部に配置されている。このため、例えば、追焚用の循環配管１６を利用して
追焚往路管１６Ａに三方弁３０及び排水配管２６を後付で施工する場合にも、施工が大が
かりにならず、安価に設置することができる。また、浴槽１８の排水栓３６がホップアッ
プ排水栓以外のゴム栓等の場合も、本実施形態の排水システム１２を施工することができ
る。
【００７７】
〔第２実施形態〕
　次に、図５Ａ及び図５Ｂ等を用いて、本発明の第２実施形態の排水システム１１２を備
えた浴室システム１０について説明する。なお、前述した第１実施形態と同一構成部分に
ついては、同一番号を付してその説明を省略する。
【００７８】
　図５Ａ及び図５Ｂに示されるように、本実施形態の排水システム１１２では、浴槽１８
の側部に配置された追焚往路管１６Ａと排水配管２６との接続部に、流路切替弁としての
三方弁１１４が設けられている。三方弁１１４は、熱源機１４から追焚往路管１６Ａに流
れる湯水が浴槽１８の循環口２０（本実施形態では、吐出口２０Ａ）に流れる通常の流動
経路と、浴槽１８内の湯水が循環口２０（本実施形態では、吸入口２０Ｂ）及び追焚復路
管１６Ｂを介して追焚往路管１６Ａから排水配管２６に流れる排水経路としての第２排水
経路とに切り替える構成とされている。
【００７９】
　三方弁１１４は、通常の流路経路から第２排水経路に切り替えることで、三方弁１１４
が追焚往路管１６Ａの下流側を封止して追焚往路管１６Ａの上流側を排水配管２６と連通
させる構成とされている。すなわち、追焚往路管１６Ａにおける熱源機１４との接続部が
、排水配管２６の排水口２８と連通される構成とされている。言い換えると、三方弁１１
４を浴槽１８の側から排水配管２６の側に切り替える構成とされている。なお、ドレン排
水時の三方弁１１４の切り替えは、第１実施形態の三方弁３０（図４Ｂ参照）の切り替え
と同じである。
【００８０】
　制御部８６（図２参照）は、生体情報センサ９４の例としての人感センサで検出された
入浴者の位置情報に基づき、浴槽１８内の入浴者の動きが一定時間以上無いことが検出さ
れたとき、生体情報センサ９４の例としての心拍数センサによって検出された入浴者の心
拍数が、所定の心拍数の一例としての第１の閾値以上となったとき、又は、生体情報セン
サ９４の例としての血圧センサによって検出された入浴者の血圧が、所定の血圧の一例と
しての第２の閾値以上となったときに、三方弁１１４を通常の流路経路から第２排水経路
に切り替える。
【００８１】
　図５Ａに示されるように、追焚運転では、三方弁１１４が通常の流動経路に切り替えて
いる状態で、循環ポンプ４２を作動させる。これにより、矢印Ａに示されるように、浴槽
１８内の湯水が循環口２０の吸入口２０Ｂから吸入され、この吸入された湯水が追焚復路
管１６Ｂを通じて熱源機１４の追焚部４４に戻される。追焚部４４に戻された湯水は、ガ
スバーナ５４で加熱され、この加熱された湯水は、矢印Ａに示されるように、追焚往路管
１６Ａを通じて循環口２０の吐出口２０Ａから浴槽１８内に吐出される。
【００８２】
　図５Ｂに示されるように、制御部８６（図２参照）は、生体情報センサ９４の例として
の人感センサで検出された浴槽１８内の入浴者の位置情報に基づき、入浴者の動きが一定
時間以上無いことが検出されたとき、生体情報センサ９４の例としての心拍数センサによ
って検出された入浴者の心拍数が、所定の心拍数の一例としての第１の閾値以上となった
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とき、又は、生体情報センサ９４の例としての血圧センサによって検出された入浴者の血
圧が、所定の血圧の一例としての第２の閾値以上となったときに、三方弁１１４を通常の
流路経路から第２排水経路に切り替える。この状態で、熱源機１４の循環ポンプ４２を作
動させる。その際、ガスバーナ５４は点火しない。これにより、矢印Ｄに示されるように
、浴槽１８内の湯水が循環口２０の吸入口２０Ｂから追焚復路管１６Ｂを通じて熱源機１
４に戻される。さらに、矢印Ｄに示されるように、湯水は、熱源機１４から追焚往路管１
６Ａを通じて排水配管２６に流れ、排水口２８から排出される。
【００８３】
　制御部８６（図２参照）は、三方弁１１４が第２排水経路に切り替えられた状態で、第
１実施形態と同じ（１）～（３）のいずれかの条件を満たした場合に、三方弁１１４を第
２排水経路から通常の流動経路に切り替える（通常の流動経路に戻す）。
【００８４】
　このような排水システム１１２では、三方弁１１４を通常の流動経路から第２排水経路
に切り替えることで、追焚用の循環配管１６を利用して浴槽１８内の湯水を排出すること
ができる。また、排水システム１１２では、熱源機１４の循環ポンプ４２を用いて強制的
に浴槽１８内の湯水を排出させるため、第１実施形態の浴槽１８内の湯水を循環口２０の
吐出口２０Ａ及び追焚往路管１６Ａを介して自然排出する構成と比べて、浴槽１８内の湯
水を短時間で排出することができる。
【００８５】
〔第３実施形態〕
　次に、図６Ａ～図７等を用いて、本発明の第３実施形態の排水システム１２２を備えた
浴室システム１０について説明する。なお、前述した第１及び第２実施形態と同一構成部
分については、同一番号を付してその説明を省略する。
【００８６】
　図６Ａ及び図６Ｂに示されるように、本実施形態の排水システム１２２では、追焚往路
管１６Ａにおける三方弁３０と循環口２０の吐出口２０Ａとの間に、浴槽１８内の湯水を
追焚往路管１６Ａから排水配管２６に排出する排水ポンプ１２４が設けられている。三方
弁３０及び排水ポンプ１２４は、浴槽１８の側部のエプロン２４の内部に配置されている
。本実施形態では、排水ポンプ１２４は、後付で設置されており、エプロン２４を取り外
した状態で、追焚往路管１６Ａに排水ポンプ１２４が取り付けられる。
【００８７】
　排水システム１２２では、三方弁３０は、熱源機１４から追焚往路管１６Ａに流れる湯
水が浴槽１８の循環口２０（本実施形態では、吐出口２０Ａ）に流れる通常の流動経路と
、浴槽１８内の湯水が循環口２０（本実施形態では、吸入口２０Ｂ）及び追焚復路管１６
Ｂを介して追焚往路管１６Ａから排水配管２６に流れる排水経路としての第１排水経路と
に切り替える構成とされている。図７に示されるように、制御ユニット７４の制御部８６
は、三方弁３０の切替動作、及び排水ポンプ１２４の動作を制御する。
【００８８】
　図６Ａに示されるように、追焚運転では、三方弁３０が通常の流動経路に切り替えてい
る状態で、循環ポンプ４２を作動させる。その際、本実施形態では、排水ポンプ１２４も
作動させるが、排水ポンプ１２４が開放型のポンプの場合は作動させなくてもよい。これ
により、矢印Ａに示されるように、浴槽１８内の湯水が循環口２０の吸入口２０Ｂから吸
入され、この吸入された湯水が追焚復路管１６Ｂを通じて熱源機１４の追焚部４４に戻さ
れる。追焚部４４に戻された湯水は、ガスバーナ５４で加熱され、この加熱された湯水は
、矢印Ａに示されるように、追焚往路管１６Ａを通じて循環口２０の吐出口２０Ａから浴
槽１８内に吐出される。
【００８９】
　図６Ｂに示されるように、制御部８６は、生体情報センサ９４の例としての人感センサ
で検出された浴槽１８内の入浴者の位置情報に基づき、入浴者の動きが一定時間以上無い
ことが検出されたとき、生体情報センサ９４の例としての心拍数センサによって検出され
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た入浴者の心拍数が、所定の心拍数の一例としての第１の閾値以上となったとき、又は、
生体情報センサ９４の例としての血圧センサによって検出された入浴者の血圧が、所定の
血圧の一例としての第２の閾値以上となったときに、三方弁３０を通常の流路経路から第
１排水経路に切り替える。この状態で、制御部８６は、排水ポンプ１２４を作動させる。
これにより、矢印Ｃに示されるように、浴槽１８内の湯水が排水ポンプ１２４によって循
環口２０の吐出口２０Ａから追焚往路管１６Ａの下流側を通って排水配管２６に流れ、排
水口２８から排出される。
【００９０】
　制御部８６は、三方弁３０が第１排水経路に切り替えられた状態で、第１実施形態と同
じ（１）～（３）のいずれかの条件を満たした場合に、三方弁３０を第２排水経路から通
常の流動経路に切り替える（通常の流動経路に戻す）。
【００９１】
　このような排水システム１２２では、制御部８６は、通常の流動経路から第１排水経路
に切り替えた状態で、排水ポンプ１２４を作動することで、浴槽１８内の湯水が循環口２
０の吐出口２０Ａから追焚往路管１６Ａを介して排水配管２６に強制的に排出される。こ
のため、第１実施形態の浴槽１８内の湯水を循環口２０の吐出口２０Ａから追焚往路管１
６Ａを介して自然排水する構成に比べて、浴槽１８内の湯水を短時間で排出することがで
きる。
【００９２】
　また、排水システム１２２では、排水ポンプ１２４が必要であるが、浴槽１８内の湯水
を排出するときに熱源機１４を通過せず、排水経路の圧損が少ないため、第２実施形態の
循環ポンプ４２を作動する構成と比べて、浴槽１８内の湯水を短時間で排出することがで
きる。
【００９３】
　さらに、排水システム１２２では、排水ポンプ１２４が、浴槽１８の側部に取り付けら
れたエプロン２４の内部に配置されており、排水ポンプ１２４を後付で施工する場合に、
施工しやすくなる。
【００９４】
〔第４実施形態〕
　次に、図８等を用いて、本発明の第４実施形態の排水システム１３２を備えた浴室シス
テム１０について説明する。なお、前述した第１～第３実施形態と同一構成部分について
は、同一番号を付してその説明を省略する。
【００９５】
　図８は、本実施形態の排水システム１３２を備えた浴室システム１０の制御系のブロッ
ク図である。図８に示されるように、浴室２２（図１参照）のリモコン７２には、浴室２
２（図１参照）の温度を検出する浴室温度検出手段としての浴室温度センサ１３４が設け
られている。浴室温度センサ１３４で検出された温度検出信号は、制御部８０で処理され
ることで浴室温度が計測される。浴室温度の情報は、リモコン７２の通信部８２から制御
ユニット７４の通信部８８を介して制御部８６に送られる。
【００９６】
　また、浴室２２（図１参照）の天井には、浴室暖房乾燥機１３６が設けられている。制
御部８６は、浴室暖房乾燥機１３６の運転を制御する。
【００９７】
　制御部８６は、生体情報センサ９４の例としての人感センサで検出された浴槽１８内の
入浴者の位置情報に基づき、入浴者の動きが一定時間以上無いことが検出されたとき、生
体情報センサ９４の例としての心拍数センサによって検出された入浴者の心拍数が、所定
の心拍数の一例としての第１の閾値以上となったとき、又は、生体情報センサ９４の例と
しての血圧センサによって検出された入浴者の血圧が、所定の血圧の一例としての第２の
閾値以上となったときに、三方弁３０を通常の流路経路から第１排水経路に切り替える。
これにより、浴槽１８内の湯水が循環口２０の吐出口２０Ａから追焚往路管１６Ａを介し
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て排水配管２６に排出される。また、制御部８６は、浴槽１８内の湯水の排出を行うと同
時に、浴室温度センサ１３４で検出された浴室温度に基づき、浴室暖房乾燥機１３６の暖
房運転を開始する。制御部８６は、例えば、浴室温度センサ１３４で検出された浴室温度
が、所定の浴室温度以下（例えば、１８℃以下）であるときに、浴室暖房乾燥機１３６の
暖房運転を開始する。なお、制御部８６は、例えば、浴室暖房乾燥機１３６の暖房運転の
開始時から所定時間（例えば、１時間）を経過した後、及び浴室温度が所定の浴室温度以
上（例えば、２５℃以上）となったときのいずれかの場合に、浴室暖房乾燥機１３６の暖
房運転を停止する。
【００９８】
　このような排水システム１３２では、浴槽１８内の湯水の排出を行うと同時に、浴室温
度センサ１３４で検出された浴室温度に基づき、浴室暖房乾燥機１３６の暖房運転を開始
することで、浴室２２の温度が上昇する。このため、浴槽１８内の湯水の排出により、入
浴者の状態が悪化することを防止することができる。
【００９９】
〔第５実施形態〕
　次に、図９等を用いて、本発明の第５実施形態の排水システムを備えた浴室システムに
ついて説明する。なお、前述した第１～第４実施形態と同一構成部分については、同一番
号を付してその説明を省略する。
【０１００】
　図９は、本実施形態の排水システムの制御系のフローチャートである。本実施形態の排
水システムの全体構成は、図１に示す第１実施形態の排水システム１２の全体構成と同じ
である。また、本実施形態の排水システムの制御系のブロック図は、図２に示す排水シス
テム１２の制御系のブロック図と同じである。本実施形態の排水システムでは、第１実施
形態の排水システム１２と比べて、異常となり得る前の入浴事故の予防のために、浴槽１
８内の湯水を排出する制御を行う点が異なる。
【０１０１】
　図９に示されるように、ステップ１５０では、浴槽１８内で入浴者の入浴が検出された
か否かを判定する。制御部８６（図２参照）は、水位センサ９６で検出された湯水の水位
の情報によって、浴槽１８内で入浴者の入浴があったことを検出する。例えば、水位セン
サ９６で検出された湯水の水位の急激な上昇があった場合は、浴槽１８内に入浴者が入っ
たためであり、入浴を検出（入浴者が存在）と判定する。入浴が検出された場合は、入浴
時間計測手段としてのタイマ９０（図２参照）によって、入浴開始からの時間が計測され
る。ステップ１５０で入浴が検出されない場合は、入浴が検出されるまでステップ１５０
が繰り返される。
【０１０２】
　ステップ１５０で入浴が検出されたときは、ステップ１５２で、閾値以上の温度の湯に
、所定時間入浴したか否かを判定する。一般的に、高い温度の湯に長時間浸かることがヒ
ートショックを引き起こす原因となっていると言われており、消費者庁の公表資料（平成
２８年１月２０日付け）には、「４１℃以下の湯で１０分未満に上がる」ことが安全な入
浴方法として推奨されている。本実施形態では、ステップ１５２で、閾値（例えば、４０
℃）以上の温度の湯に、所定時間（例えば、１０分）入浴したか否かを判定する。すなわ
ち、本実施形態では、湯水温度センサ９８と、浴槽１８内の入浴者の入浴時間を計測する
タイマ９０とが、「入浴状態検出手段」として機能している。ステップ１５２で、閾値（
例えば、４０℃）以上の温度の湯に、所定時間（例えば、１０分）入浴していないと判定
された場合は、ステップ１５２に戻る。
【０１０３】
　ステップ１５２で、閾値（例えば、４０℃）以上の温度の湯に、所定時間（例えば、１
０分）入浴したと判定された場合は、ステップ１５４で、リモコン７２のスピーカ１００
から注意喚起を促す情報を出力する。例えば、スピーカ１００から「入浴事故が発生する
恐れがあるため、お風呂から上がってください。」といった注意喚起を促す情報を出力す
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る。
【０１０４】
　さらに、ステップ１５６では、浴槽１８内で入浴者が不在となったか否かが判定される
。制御部８６（図２参照）は、水位センサ９６で検出された湯水の水位の情報によって、
浴槽１８内への入浴者が不在かどうかを判定する。例えば、水位センサ９６で検出された
湯水の水位の急激な下降があった場合は、浴槽１８から入浴者が出たためであり、入浴者
が不在と判定する。ステップ１５２で、入浴者が不在と判定された場合は、本実施形態の
排水システムの制御を終了する。
【０１０５】
　一方、ステップ１５６で、入浴者が不在でないと判定された場合は、ステップ１５８で
、注意喚起後に一定時間経過したか否かが判定される。本実施形態では、注意喚起後に一
定時間（例えば、３分）経過したか否かが判定される。ステップ１５８で、注意喚起後に
一定時間経過していないと判定された場合は、ステップ１５６に戻る。
【０１０６】
　ステップ１５８で、注意喚起後に一定時間経過したと判定された場合は、ステップ１６
０で、リモコン７２のスピーカ１００から浴槽１８内の湯水を排出する旨を報知する。本
実施形態では、スピーカ１００から「入浴事故が発生する恐れがあるため、浴槽の湯を排
出します。」といった情報を報知する。
【０１０７】
　次いで、ステップ１６２で、三方弁３０を熱源機１４（図１参照）の側から排出側（排
水配管２６の側）に切り替える。より具体的には、三方弁３０を通常の流動経路から第１
排水経路に切り替える。これにより、浴槽１８内の湯水が循環口２０の吐出口２０Ａ及び
追焚往路管１６Ａを通じて排水配管２６から排出される。
【０１０８】
　本実施形態の排水システムでは、閾値（例えば、４０℃）以上の温度の湯に、所定時間
（例えば、１０分）入浴している場合に、注意喚起を促し、その後続けて一定時間（例え
ば、３分）入浴している場合に、強制的に浴槽１８内の湯水を排出する。このため、ヒー
トショックなどの入浴事故を予防することができる。
【０１０９】
　また、本実施形態の排水システムでは、リモコン７２（図３参照）に排水停止手段とし
ての排水停止ボタンを設けてもよい。例えば、ステップ１６０で、リモコン７２のスピー
カ１００から浴槽１８内の湯水を排出する旨を報知したときに、入浴者が手動でリモコン
７２（図３参照）の排水停止ボタンを押すことで、浴槽１８内の湯水が強制的に排出され
るのを停止するようにしてもよい。
【０１１０】
　なお、第５実施形態では、排水システムの全体構成は、第１実施形態の排水システム１
２の全体構成と同じであるが、本発明は、この構成に限定するものではない。例えば、第
５実施形態では、第２実施形態の排水システム１１２の全体構成、又は第３実施形態の排
水システム１２２の全体構成を適用してもよい。また、第５実施形態では、ステップ１５
０等で、水位センサ９６により入浴者の有無を検出したが、これに代えて、例えば、生体
情報センサ９４（図２参照）の例としての人感センサによって入浴者の有無を検出しても
よい。
【０１１１】
〔第６実施形態〕
　次に、図１０等を用いて、本発明の第６実施形態の排水システムを備えた浴室システム
について説明する。なお、前述した第１～第５実施形態と同一構成部分については、同一
番号を付してその説明を省略する。
【０１１２】
　図１０に示されるように、本実施形態の排水システム１７２では、第１実施形態のリモ
コン７２に設けられた生体情報センサ９４（図１参照）に代えて、浴槽１８の内壁に生体
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情報センサ９４が設けられている。生体情報センサ９４は、リモコン７２と電気的に接続
されており、生体情報センサ９４で検出された信号は、リモコン７２の制御部８０（図２
参照）に伝達されるようになっている。生体情報センサ９４としては、例えば、浴室２２
内にいる者の位置を検出する人体検出手段としての人感センサ、入浴者の心拍数を検出す
る心拍数検出手段としての心拍数センサ、入浴者の血圧を検出する血圧検出手段としての
血圧センサ等の少なくとも１つ以上が設けられている。本実施形態では、生体情報センサ
９４として、人感センサ、心拍数センサ、及び血圧センサが設けられている。生体情報セ
ンサ９４で検出された生体情報に基づいて、排水システム１７２の三方弁３０を切り替え
る制御については、第１実施形態と同じである。
【０１１３】
　この排水システム１７２では、人感センサで浴槽１８内の入浴者の動きが一定時間以上
無いことが検出されたとき、浴槽１８内の入浴者の心拍数が第１の閾値以上となったとき
、又は、浴槽１８内の入浴者の血圧が第２の閾値以上となったときに、三方弁３０を通常
の流路経路から第１排水経路に切り替える。これにより、浴槽１８内の湯水が、循環口２
０の吐出口２０Ａ及び追焚往路管１６Ａを介して排水配管２６に排出される。
【０１１４】
　第６実施形態の変形例の排水システムでは、第１実施形態のリモコン７２に設けられた
生体情報センサ９４（図１参照）に代えて、浴室２２の天井２３に生体情報センサ９４が
設けられている（図１０中の二点鎖線を参照）。生体情報センサ９４で検出された信号は
、リモコン７２と電気的に接続されており、生体情報センサ９４で検出された信号は、リ
モコン７２の制御部８０（図２参照）に伝達されるようになっている。生体情報センサ９
４としては、例えば、人感センサ、心拍数センサ、血圧センサ等の少なくとも１つ以上が
設けられている。本実施形態では、生体情報センサ９４として、人感センサ、心拍数セン
サ、及び血圧センサが設けられている。生体情報センサ９４で検出された生体情報に基づ
いて、排水システム１７２の三方弁３０を切り替える制御については、第１実施形態と同
じである。
【０１１５】
　なお、第６実施形態及びその変形例では、生体情報センサ以外の構成は、第１実施形態
の三方弁３０等を用いた排水システムと同じ構成が適用されているが、本発明はこれらの
構成に限定されるものではない。例えば、生体情報センサ以外の構成は、第２～第４実施
形態の排水システムの構成に変更してもよい。また、生体情報センサ９４を設ける位置は
、第６実施形態及びその変形例の浴槽１８の内壁や浴室２２の天井２３に限定されるもの
ではなく、浴室２２内の他の位置に変更してもよい。
【０１１６】
〔補足説明〕
　第４実施形態の排水システム１３２では、制御部８６は、生体情報センサ９４の例とし
ての人感センサで検出された浴槽１８内の入浴者の位置情報に基づき、入浴者の動きが一
定時間以上無いことが検出されたとき、生体情報センサ９４の例としての心拍数センサに
よって検出された入浴者の心拍数が、所定の心拍数の一例としての第１の閾値以上となっ
たとき、又は、生体情報センサ９４の例としての血圧センサによって検出された入浴者の
血圧が、所定の血圧の一例としての第２の閾値以上となったときに、第１実施形態と同様
に、三方弁３０を通常の流路経路から第１排水経路に切り替えたが、本発明は、この構成
に限定するものではない。例えば、三方弁３０に代えて、第２実施形態の三方弁１１４を
設けてもよい。また、第４実施形態の排水システム１３２に、第３実施形態の排水ポンプ
１２４を組み合わせてもよい。
【０１１７】
　また、第１～第４実施形態では、制御部８６は、生体情報センサ９４の例としての人感
センサで検出された浴槽１８内の入浴者の位置情報に基づき、入浴者の動きが一定時間以
上無いことが検出されたとき、生体情報センサ９４の例としての心拍数センサによって検
出された入浴者の心拍数が、所定の心拍数の一例としての第１の閾値以上となったとき、
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又は、生体情報センサ９４の例としての血圧センサによって検出された入浴者の血圧が、
所定の血圧の一例としての第２の閾値以上となったときに、浴槽１８の側方の経路切替弁
としての三方弁を排出側（排水配管２６の側）に切り替えたが、本発明は、この構成に限
定するものではない。例えば、排水システムでは、生体情報センサ９４として、人感セン
サ、心拍数センサ、血圧センサのいずれか１つを設けてもよいし、人感センサ、心拍数セ
ンサ、血圧センサのいずれか２つを組み合わせてもよい。
【０１１８】
　また、第１～第４実施形態、第６実施形態の排水システムでは、人感センサ、心拍数セ
ンサ、血圧センサのいずれか１つの検出情報の条件を満たしたときに、浴槽１８の側方の
経路切替弁としての三方弁を排出側（排水配管２６の側）に切り替えているが、人感セン
サ、心拍数センサ、血圧センサのいずれか２つ以上の検出情報の条件を満たしたときに、
浴槽１８の側方の経路切替弁としての三方弁を排出側（排水配管２６の側）に切り替える
ようにしてもよい。例えば、人感センサで検出された浴槽１８内の入浴者の位置情報に基
づき、入浴者の動きが一定時間以上無いことが検出され、かつ、心拍数センサによって検
出された入浴者の心拍数が第１の閾値以上となったときに、浴槽１８の側方の経路切替弁
としての三方弁を排出側（排水配管２６の側）に切り替えるようにしてもよい。また、例
えば、人感センサで検出された浴槽１８内の入浴者の位置情報に基づき、入浴者の動きが
一定時間以上無いことが検出され、かつ、血圧センサによって検出された入浴者の血圧が
第２の閾値以上となったときに、浴槽１８の側方の経路切替弁としての三方弁を排出側（
排水配管２６の側）に切り替えてもよい。また、他の２つのセンタの検出情報の条件を満
たしたときに、浴槽１８の側方の経路切替弁としての三方弁を排出側（排水配管２６の側
）に切り替えてもよい。また、３つのセンタの検出情報の条件を満たしたときに、浴槽１
８の側方の経路切替弁としての三方弁を排出側（排水配管２６の側）に切り替えてもよい
。
【０１１９】
　また、第１～第６実施形態では、ドレンタンク４８に貯留された水を追焚往路管１６Ａ
を用いてドレン排水するための三方弁３０及び排水配管２６が設けられており、三方弁３
０及び排水配管２６を浴槽１８の湯水を排出するための三方弁３０、１１４及び排水配管
２６と兼用しているが、本発明は、この構成に限定するものではない。例えば、ドレンタ
ンク４８及びドレン配管６６が設けられていない（ドレン排水を行わない）浴室システム
であって、追焚用の循環配管が設けられている浴室システムに、本発明の排水システムを
適用することができる。この場合は、追焚往路管１６Ａに経路切替弁としての三方弁３０
、１１４、及び排水配管２６を後付で施工することになる。この場合でも、浴槽１８の側
部のエプロン２４を取り外した状態で、経路切替弁としての三方弁３０、１１４、及び排
水配管２６を設置することができる。このため、施工の工事が大がかりにならず、経路切
替弁としての三方弁３０、１１４、及び排水配管２６を安価に設置することができる。
【０１２０】
　実施形態を挙げて本発明の実施の形態を説明したが、これらの実施形態は一例であり、
要旨を逸脱しない範囲内で種々変更して実施できる。また、本発明の権利範囲がこれらの
実施形態に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において種々なる態様で実施し得
ることは言うまでもない。
【符号の説明】
【０１２１】
１０…浴室システム、１２…排水システム、１４…熱源機、１６…循環配管、１６Ａ…追
焚往路管、１６Ｂ…追焚復路管、１８…浴槽、２０…循環口、２０Ａ…吐出口（循環口）
、２０Ｂ…吸入口（循環口）、２２…浴室、２４…エプロン、２６…排水配管、２８…排
水口、３０…三方弁（経路切替弁）、４２…循環ポンプ、４８…ドレンタンク、５４…ガ
スバーナ、６６…ドレン配管、７２…リモコン（リモートコントローラ）、７４…制御ユ
ニット（制御部）、８６…制御部、９０…タイマ（入浴時間計測手段、入浴状態検出手段
）、９４…生体情報センサ（心拍数検出手段、人体検出手段、血圧検出手段、入浴状態検
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出手段）、９６…水位センサ（入浴状態検出手段）、９８…湯水温度センサ（湯水温度検
出手段、入浴状態検出手段）、１００…スピーカ（報知手段）、１１２…排水システム、
１１４…三方弁（経路切替弁）、１２２…排水システム、１２４…排水ポンプ、１３２…
排水システム、１３４…浴室温度センサ（浴室温度検出手段）、１３６…浴室暖房乾燥機
、１７２…排水システム

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図４Ｃ】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】

【図６Ａ】 【図６Ｂ】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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